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USD/JPY MONTHLY

アベノミクス以降の上昇をフィボでつないだ。
先週8⽉1⽇以降の下降チャートは
618のラインまで落ちてきた。

⽉⾜では⾼値の更新が⾏われていないので
下降という⽬線で確認することも
視野に⼊れていきたい。

⽉⾜チャートを⾒ると
下⽬線のような気がするが・・・
105円の壁は抜くことはできず。。ヒゲで残ることとなった。



USD/JPY WEEKLY
2018年10⽉をスタートとして
エリオットで考えると
5波の終了が2019年6⽉16⽇の週となる。
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アップルショックからの⻑いサイクルと考えると
33週となる。
ここがボトムとなって上昇という考え⽅も必要。
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USD/JPY DAILY
4⽉20⽇からの下降をエリオットで計算すると
第5波の下降が終了とも考えられる。

そして、サイクル理論的には上昇と考えられる。
週⾜で上昇となると、ライトトランスレーションへの
移⾏が考えられるので、順張りは
買い・ロングエントリーとなるであろう。
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USD/JPY 4H

おおよそ、20本前後でのサイクルとなる。
8⽉18⽇現在でのサイクルと14本で切って、
13本⽬と考えることも可能となる。

すると、上昇気運が強いと予想できる。
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USD/JPY 1H
8⽉1⽇のFOMCの流れは引き継がず、
⼀気に下降となった。

がしかし、105円を破ることなく、上昇に転換となった。

105.03スタートの1波が190 pipsと考えた場合
戻りは、618のラインとなり、105.6までとなる。

3波を105.6スタートと考えると、200 pips以上の
上昇が⾒込めることとなる。かも︖︖︖



USD/JPY DAILY VOLATILITY 週ボラが200前後となると
デイトレで50 pipsを狙える状況となる。



USD/JPY IMM

8⽉5⽇発表のIMMではマイナスを維持し
13⽇では、プラスに転じてきた。
今後は、円ドルの円の買いポジションが増加し、差し引きがプラスになってくることを考えると
徐々にドル⾼への推移が考えられる。



EUR/USD 4H
FOMC以降、今までドル⾼で推移してきたEUR/USDは
ユーロ⾼へと移⾏した。
しかし、その後、改めてドル⾼への推移となり、
ドル強しという状況である。

EUR/JPYでの状況が均衡しているので
ドル⾼で推移して、
USD ＞ EUR ＞ JPY
への動きが活発になるであろう。



どるえん まとめ 20190818現在

• FOMCで円⾼へ推移したので、サイクルが崩れたかとも考えられたが、
• これもオーブと考えられ、若⼲遅延した状態でドル⾼が考えられる。
• 週⾜、⽇⾜では、エリオット波動理論も想定できる。
• ゴトー⽇を境に動き出す可能性が⾼い。

• 他通貨との絡みもあり、
• ドル円については、上昇という捉え⽅が妥当とも考えられる。
• 円⾼の可能性については、否定できないが、ファンダメンタルに影響されることが多いのではな

いか︖


